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時間軸（時間幅）の認識 ○ ○ ×
時間による展開 ○ × ×
現在時制で現在の事実を表す × ○ ○
＜表１＞では、叙述のタイプは大きく「A. 事象」と「B. 属性」の2つに分けら






































































































































　影山（2008）、中村（2007，2008）を基にした観察（14 ～ 18）（23 ～
27）の結果を＜表2＞にまとめる。
＜表2＞ 3.1、3.2における観察
タイプ 準属性 一時的属性 ？？ ？？
観察　　　　　　　　　 例 優しい できる(能力) 所有する 所属する
① 現在時制で現在の事実 ○ ○ － －
② 反復性の副詞「よく」 × × × ×
③ 時間軸（時間幅）の認識 × × ○ ○
④ 時間による展開 ×  × × ×
⑤「ずっと」との共起 ○ ○ ○ ○



















































（32）a．*よく／ *今年の初め／ *一昨年末から昨年末まで／ *ふだんは／ *ずっと
彼の仕草は父親に似ていた。
































































































○ 〇 － 　○ － －
②よく × × × ?? × ×
③時間軸
の認識
× × × ○ ○ 〇
④時間に
よる展開
× × × ○ × ×
⑤ずっと ○ ○ × ○ ○ ○
⑥ふだん
は



































〇 〇 〇 〇 ○ ○
　＜表3＞から分かるように、「所有する」（影山2009a）と「所属する」（眞野・
影山2008）は、これら9つの検証項目に照らせば、同様の振る舞いをする「VN
する」ということになり、異なるタイプの動詞とは言えない。「所有する」と「所
属する」を異なるタイプの動詞とする根拠を再検討する必要があろう。次に、
能力を表す「できる」と「優しい」は、「ふだんは」との共起を見る観察以外
では同様の振る舞いをする状態述語と言える。時間的に変化する可能性がある
準属性「優しい」は、恒常的なものではない「英語ができる」能力よりも短い
時間で変化する可能性を持つ。「英語ができる」能力は恒常的ではないがある
79
状態述語の分類：「所有する／所属する」を中心に
程度以上の時間変わる可能性がなく、一時的属性と言う範疇に入る述語である
（中村2008）ため、準属性より恒常的属性に近いと考えられる。また、「所有
する／所属する」には、影山（2008）が提示した準属性とも、一時的属性の「で
きる（能力）」とも、また金田一（1950）の「第四種の動詞」とも異なる振る
舞いが観察される一方、中間型（益岡1987）の「密集する」とは、連体修飾
節による検証以外でほぼ同様の振る舞いが観察されたことにより、この2つの
「VNする」は中間型の「VNする」に近いタイプと考えられよう14。
　本稿で挙げた述語の振る舞いに少しずつ違いがあるという観察結果は、「各
類型間の境界が実際には連続的な性格のものであるように思われる」と述べる
益岡（1987:35）や、事象と属性の「2つの世界は完全に分断されたものでは
ない」とする影山（2009b:30）の主張を支持するものである。また、中間型の「密
集する」（益岡1987）とほぼ同じ振る舞いをする「VNする」（所有する／所属
する）を本稿で提示することで、中間型の存在をより具体的にすることができ
た。しかしながら「所有する／所属する」と中間型の「密集する」には僅かな
差異があることも事実で、この差異について考えていくことが今後の課題とし
て残された。
　単純和語の述語に比べ「VNする」には状態性を持つものが数多く見られる。
近年、叙述タイプの精緻化が進む中、本稿で示した「VNする」を中心に観察
した「状態述語の分類」、その分類に関わる現象の整理は、叙述の類型を論じ
る上で意義あるものと考える。
謝辞
　本論を故井上和子先生に捧げます。井上先生が主催された「井上ゼミ」では、
日本語教育とは異なる視点から日本語について考える機会を得、恵まれた時を
享受しました。心より感謝いたします。また、本稿の執筆にあたり研究当初よ
りご指導を賜った修士論文指導教官の長谷川信子先生、井上ゼミ遠藤喜雄先生
に感謝申し上げるとともに、ご丁寧かつ貴重なコメントをくださった査読者の
岩本遠億先生、長谷川信子先生にお礼申し上げます。さらに上田由紀子氏・藤
巻一真氏をはじめとする井上ゼミの諸先輩、上原由美子氏・眞鍋雅子氏・田所
直子氏をはじめとする KUIS 日本語教育研究会の方々にこの場を借りお礼申し
上げます。
80
言語科学研究第24号（2018年）
注
1．この「中間型」については益岡（2000）でも「暗い、騒がしい、ご機嫌だ」の例が挙
げられていて、今後の検討課題とされている。また岩男（2008:176）は「中間型の位置
づけに関する研究が待たれている」と述べている。
2．和語の状態述語の多くは形容詞であり、動詞では「居る・ある」「要る」、可能形（話せる、
見える他）、「できる」程度である。「できる」については、以下で扱う。
3．中村（2007:36,37）を参照されたい。
4．中村（2008:184,185）を参照されたい。
5．本稿では煩雑さを回避するため、一時的属性としての「VNする」（意味する／位置する）
の例は省くこととする。
6．「14歳のころからずっと太郎は英語ができた」などのように開始（終了）時点を明示す
るとより明確に「ずっと」との共起が確認できる。
7．「ふだんは」との共起の観察については、査読者より許容するとのコメントを受けたが、
本稿では筆者も含め複数の日本語教師からの判定により「非共起」で論を進める。また、
「ふだんは」の類義語「いつもは」との非共起の例も参考のため挙げる。
a．Y氏は外車を*いつもは所有している／していた。
b．K君は野球部に*いつもは所属している／していた。
8．以下にヲ格／ニ格をとる「VNする」の例を挙げる。これらの「VNする」には「-テイル」
なしに「-ル・-タ」で文末に用いられると落ち着きが悪くなるという共通点がある。
例）占有する、保有する、包含する、保持する、所持する／位置する、分布する、群生する、
内在する、混在する。
9．（30,31）の等号＝は同義、不等号≠は異義を表す。
10．「できる」の連体修飾節での振る舞いは以下である。
a．英語ができる≠*できている≠できた≠*できていた太郎
b．大型車が駐車できる≠できている＝できた≠できていたスペース
c．3分でできる≠できている＝できた≠できていたラーメン
11．庵他（2001:432,433）、森山（1989:841-843）、益岡隆志・田窪行（1992:195,196）
12．形容詞述語「暗かった」は、準属性「優しい」との比較のため検証するが、動詞とは異
なるため一部の観察はできない。また、名詞述語「大混雑でした」については本稿での
観察を割愛する。
13．形容詞「暗い」については、品詞の違いもあり文末での述語の振る舞いとしては相違点
が多く観察された。検証法に検討が必要であろう。
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